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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢ここまで真剣やったとは…｣。防災関連の

２つの会合(５頁、７頁)を取材中の正直な感

想です。どの意見にも３.11 を踏まえた実践

の裏付けがあり、何より｢少しでも災害に強い

町に｣との郷土愛に溢れていました。対応する

区役所などの準備や回答も懇切丁寧で、｢多忙

な中でご苦労様｣と思わず声をかけたくなる

誠実さが感じられました。そのぶつかり合い

から生まれる緊迫感はまさに巌流島の決闘。

こんな熱いドラマが港区の一角で進行してい

るという事実そのものが感動的でした。まあ

いっぺん騙されたと思うて読んでみて下さい。 

★ということで、他にも｢自転車対策｣など役

所絡みの取材が多かったせいもあり、改めて

官の役割の重さを感じました。｢市民協働｣と

はいえ、そのお膳立ての大半は役所職員の仕

事。何でもかんでも人員削減や民営化を叫ぶ

愚かさを、橋下市長は思い知るべきでしょう。 

★毎号熱い感想が寄せられる「戦争体験」。今

号では初めて朝鮮からの引き揚げが語られま

した。これまでにも感じたことですが、そん

な過酷な体験を少なくとも顔には出さず、強

く明るく戦後を生きてこられた精神力は、

我々戦後世代の理解を超えています。とはい

え減少の一途を辿る戦争体験者。平和のため、

次世代のために勇気ある語りを切に求めます。 
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